
注l•••文末の主要参考文献
を参照。

注2… 篤胤と道教の 関係
を論じている章で、 楠山

(1992) は「平田篤胤と道
教」、 坂出(2015) は「後
編 平田篤胤の道教理解と
受容」 というタイトル を用
いている。

注3…芳賀(2002)、 森瑞
枝(2010)、 若松(2003)
などは「玄学」 を用いてい
る。 むろん、 田原（1986)
のように「道教」 を用いて
いるものもある。 また、 三
木（1969) で は「 道家」
の語 を使用し、 篤胤が道教
文献 を用いたことに注意が
払われていない。

40 洞天福地研究10

l 平田篤胤は《道教》を研究したのか

森和也

はじめに

平田篤胤の視線が広い地 域に及んでいたことはよく知られ ている。中国、 イ

ンド、 ヨ ー ロッパ、 さらには生 者の世界とは異なる 幽冥界まで 、 その視線は及

んで いた。む ろん知的関心の趣くままに際限なく広がってい たわけ ではない。

篤胤の構想した《古伝》によってそれらは体系づけられ ていた。 ただし、 それ

は篤胤の思想のうちにおい てであ って、 批判者には荒唐無稽に見える 体系で

あった。

これ から考えてゆ くのは篤胤が中国に注いだ視線である。篤胤は《道教》を

研究 したといわれ ている。 道教にカッコをしているのは、意図 したことである。
篤胤ははた して道教を研究 したのだろ うか、 という疑念からである。篤胤は道

教文献を読んで おり、 それを著述の中に引用しているが、 道教文献を読むこと

と、 道教を研究することは別であり、 まして道教を広めることは別である。

結論を先 取りして言えば、 篤胤の学問体系における 当該分野の位置づけは中

国学である。 ただ、 その中国学が偏向 している結 果として《道教》研究が立ち

上がってくるのである。なぜ偏向する かと言えば、 篤胤の中国学とは、 古伝の

探究に奉仕するものであるからである。

江戸時代におい て道教文献を使用してい た学者として篤胤は突出 している。

江戸時代に道教研究者が他にいなかったわけではないが、 谷ロー雲、 大江文波

などに比べて知名 度において篤胤は勝っている。

篤胤が道教文献を読んで いたことは早くに先 学の注目するとこ ろであった

が、 日本 思想史研究者が必ず しも道教に詳しいわけではなか った。 そのため道

教研究者の楠山 春樹、 坂出祥伸、 土屋昌明 ＂ らによっ て基礎的な研究が積み

重ねられ 、 実証的な研究の土台が形成 され た。 私も 日本思想史の研究者であっ

て道教研究者ではないので 、 多くを諸先 学の研究に負っている。

ただ 、先に挙げた諸先 学が「道教」 という 用語を論文に使用していることが、

本 稿の問題意識のうえでは、 篤胤と道教の関係の一般の認識においてミスリ ー

ドを助長している きらいがないでも ない冗むしろ 日本思想史研究者に後 述す

る 「玄学」を用いている 例が見られる冗

それ 以上に決定的にミスリ ー ドに貢献 しているのが、 現在 の篤胤研究が底

本とする平田篤胤全集刊行会編 『新修平田篤胤全集』が、 全21 巻のうち、 第

8巻を「神道三 道教 ー」、 第9巻を「道教二附神 仙一」と、 2巻分を「道教」



に当てていることである •4。 これらが 条件となって篤胤の中国学が道教という

語で覆われる傾向が一部に生 じている。 か く言う筆者も、 以前に書い た論文の

中で「神 仙道・道教」 という煮え切らない表記を用いた
＊5。 このことが長く気

になってい た。 機会を得て、 今回、 篤胤は《道教》を研究 したの かという問題

について、 些末な用語の問題に拘っているのかもしれないが私見を述べたいと

思う。

なお、 本 稿では道教を南朝宋の陸修静の『 三洞 経書目録』、 顧歓の 『夷夏論』

を画期として、 中国の南北朝期に成立し、 儒仏道として並称され ている宗教と

いう限定的な意味で用いる冗

古伝の普遍性

篤胤は古伝の普遍性を外国にも同じもの—多くは訛伝 したもの一が見い

だせることによって証明しようとした。 このことは篤胤の道教研究の主著とも

言うべき『赤県太 古伝』巻之ーの 「上皇太 一紀」で明確に述べられている。

抑 天々地世界は、 万図 一枚にして 、 我が戴く 日月星辰は、 諸蕃国にも之を

戴き、 開闘の古説 、 また各国に存り｛専はり、 互に精粗は有 ルなれど、 天地

を創造 し、 万物 を化生 せる、 神祇の古説などは、 必ず彼此の隔なく、 我が

古｛専は諸蕃国の古偲、 諸蕃国の古説は、 我が国にも古説なること、 我が戴

く 日月の、 彼が戴く 日月なると同じ道理なれば、 我が古博説の員正を以て 、

彼が古説の訛りを訂し、 彼が古偉の精を選びて、 我が古偉の関を補はむに、
ことわり

何でふ事なき謂なれば、 此ノ全篇 もはら、 右の心定を以て、 次 に々考へ記

せ り ウ。

「我が古博」 は「諸蕃国の古博」と同じであ り、 「我が古博説の員正」によっ

て 「彼が古説の訛りを訂」 すると共に、 「彼が古｛専の精」 は、 「我が古偉の開を

補」 うものであった。 両者の相互関係によって篤胤の考える古伝が明らかとな

る構造 をもっていた。 この《古伝》は単純に 日本 神話とイ コー ルではない。 日

本の古伝を軸に諸外国の古伝を総合した先に立ち上がってくるものである。

篤胤は五経、 諸子百家や史書などの記述から古伝のカケラを見出したが、 さ

らに、 その 引用テキスト群に当時 の 日本 では一般的ではなか った道教文 献を加

えている。 目的はあくまで古伝の普遍性の証明である。 道教文献の使用は目的

ではなく、 あくまで手段であった。 そのため篤胤は広範囲に網を掛けている。

この『赤県太古伝』は、 篤胤の 著作に多く見られる諸テキストをもとに篤胤

が編修した「成文」とそれに篤胤が註釈を加えるという形式で記されている。

次の 一覧は巻之一の「上皇太 一紀」の成文全七条のもととなった出典である。

注4…第8巻には、 『赤縣
太古伝成文』・『赤縣太古
伝』・『立言文』・ 『大扶桑図
考』・『三神山余考』・『三五
本国考』・『天柱五嶽余論』・
『黄帝伝記』・『老子集語稿』
を、第9巻には、『鬼神新
論』・ 『古今妖魅考』・『仙境
異聞』・『勝五郎再生記聞』・
『幽郷真語』・『稲生物怪録 』
を収める。 他にも《道教》
に関する記述は篤胤の著述
には多く、『西籍概論』 （第
10巻「儒道仏道一」）、『葛
仙翁伝』 （第14巻「易・
医道」）、『五岳真形図説』（第
19巻・補遺4「易・医道」）
などは《道教》関連に分類
してもよいだろう。

注5•••森和也(2019)。 主
要参考文献参照。

注6… 道 教史の 理 解 は、
小林正美『中国の 道教』

（創文社・中国学芸叢書、
1998年 ）、神塚淑子『道
教思想10講』 （岩波書店・
岩波新書、2020年）に拠
った。

注7… 『新修平田篤胤全集』
第8巻、380頁。 篤 胤 の
著述は特記するもの 以外は
すべて『新修平田篤胤全集』
からの 引用 であり、以下、

「全集」 と略記する。
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注8… 『雲笈七鍛』巻
十八・巻十 九。

注9… 愛媛県大洲中学校予
象会編 『矢野玄道先生 略
伝』 所収の宮地巌夫「追懐
録」に経緯が記されている。
ただし筆者は該書未見のた
め、 坂出(2015)の註に
引 用(346頁 ）された文
章に拠っている。

注10… 『国立歴史民俗博
物館資料目録』 6。 国立歴
史民俗博物館、 2007年。
348~351頁。

注11・・・ 『天柱五岳余論 』
に「猶佗書にも道蔵に出た
りと有れば、 道蔵はすべて
千百巻餘の目あれど、 皇國
にはいまだ其ノ全部偉はら
ず」（全集第8巻、 744頁）
とあり、 篤胤は少なくとも
道蔵を完全な形 では見てい
ない。

注12…篤胤は「神 仙通鑑」
という類 書の名を挙げて
いて、 これを楠山(1992)

では、 趙道一編 『歴仙真仙
体道通鑑』 であると推定し
たが、 篤胤の引用文を検討
した土屋(2004) は、 辞
大訓編 『古今列仙通紀』 で
あると推定している。 本稿

では土屋説 に従う。 なお、
『平田篤胤関係資料目録』

(390頁） には 『神 仙通鑑』
の名が見える。
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第 一 条『老子 』 第25章

第二条『老子 』 第2 1章

第三条『老子 』 第14章

第四条『老子 中経』

第五条『老子 』 第42章・『呂氏 春秋』 大楽篇・『鵜冠子』泰鴻篇

第六条『老子 』 第 1章

第七条『老子 』 第35章• 第66章

基本的には 『老子 』 を 軸に、 『呂氏 春秋』・ 『鵜冠子 』 と いった道家 文献で成

文 は構成 されて いるのだが、 上皇太 ーが アメノ ミナカヌシであると いう本章 の

鍵となることを証 明する勘所に 『老子中経』という道教文献を用 いている。そ

の理由は 簡単 である。『老子 』 には 上 皇太 ーなる 神は 登場しない からである。

第 四条の成文は「上皇 大一者道之父也。天地 之先也 。 一曰上々大ー。其神 人

首鳥身。朕如鳳 皇。五色珠衣。乃在九天之上。太 清之中。太 冥 之外。微細 之内。

吾不知其名也 。 元氣是耳」というも のであるが、 これは 『老子 中経』からの 引

用である。篤胤は「此ノ條 は雲笈三洞 部に引たる 、 老子 中経に 採 れり」と 明言

して いる。

「雲笈三 洞 部」 とは 『 雲笈七鍛』 三 洞 経教部のことである冗『 雲笈七鍛』 は

北宋の天魂年間成 立の張君房 の編による 道教の類書であ り 、 「小道蔵 」 とも称

される。篤胤 は林家所蔵の『雲笈七鍛』を、屋代弘賢を通じて書写したと伝わっ

て いるが 文平田神 社資料をまとめた 『平田篤胤関係 資料目録』にた しかに『雲
笈七鍛』 の名 を 見出すことがで きる ·10。

篤胤は 『 道蔵 』自体は見ておらず ·11、 道教文献は類書に多 くを負っている。

類書では、 『雲笈七鍛』 のほか清 の酵大訓 編 『 古今列 仙 通紀』 に 拠るとこ ろ大

である ·12。 また、 後述する緯書は 明の孫穀撰『 古微書』 に 拠って いる。

「老子中経 に 採 れり」 とある註の細註に、

此 は葛稚川の書どもに、老子篇中記とも 、老子本起中篇とも 有る書
・13 にて、

玄家に ｛専へ し秘書なるが、 雲笈に 引たるには、 後 人の妄添 も 多 く交れり。

此より後にも 、 往々引用ふる事あるには、 然る 文を皆省きて、 員語と覺ゆ

る限リを引たり。 猶是ノ書のこと、 第七條 にも 論へり。合せ考ふべし •140

とある。 稚川 は晋 の葛洪の字 であるが、 篤胤は葛洪を 高く評価し、『抱朴子 』、『 神

仙伝』 などを 度々引用するととも に、『葛仙翁伝』 を著して いる。『抱朴子 』、『神

仙伝』 などは 厳密に分類すれば道教の前提となる 神 仙道の書であ ろう。その葛

洪が示唆した文献 を、 篤胤は 『雲笈七鍛』 に見出してただ 引用するのではな く 、



テキストから 「員語と覺ゆ る」 ものを引用している。しか し、 その判断 の根拠

はつまるところ 篤胤にある 。 篤胤にとっては必 然的であ ったろ うが、 外部から

見ればそれは恣意的である。

それは『老子』 の本 文に対しても同様である。第 一 条では、 成文は「 大古乏

時。有物混 成。先天地生 」（傍点筆者） となっているが、 「太古之時 」 は、『老子』

の通行本には無い。篤胤は「此ノ條 は老子綬通本の、 第二十五章を 採りて、章

首 の四字を加へ しなり」
・ 15と述べている。 「太古之 時」 は篤胤にと って必要な

語旬であ った。これを加える ことで 、『老子』 第25章 は、宇宙 創造の過程 を

述べた文章 という性格 が付与さ れる。そのことによ って、 古伝と『老子』 は等

号で結ばれる 関係に転 成する。

先に見た よ うに、 『老子中経』 によ って 「其 ノ謂ゆ る 上皇 大一神はしも 、 疑

なく神典なる 、 天之 御中 主ノ神になも在 ける」
・

16 ことが明らかにさ れ たが、

これを起点 として、 『老子』第42章 の「道生 一 、一生二、二 生三、三 生 万物 」は、 「ニ

氣 の主宰 と 聞ゆ る 盤 古氏夫妻 は、疑なく皇産震ニノ神に坐まし、二生 三 と有る 、

三オ の主宰 と 聞ゆ る三皇 の偉へは、 必ず伊邪那岐伊邪那美 の御博なると所思た

り」
・17 と、 日本神話の天地創造と万物生 成に回収さ れる。

篤胤が『雲笈七鍛』 に 『老子中経』を見出さ なければ、篤胤の『 赤県太古伝』

は現在とは異なった構成になっていたことであろ う。篤胤は古伝を求めて『雲

笈七鍛』に至ったのであり、決して道教文献ありきではなか った。 そのため 『赤
県太古伝』巻之ーの 「盤 古真王 紀」 の第十条では、

此ノ條 は「四維多玉」 と云フまで 、 古微書に出せる 河圏括地象、 及び河圏

始開圏 の中より、 古説と 聞ゆ る限リ を選び綴 り、【細註略】「有神」 と云フ

より以下 は、山 海経 の大荒北経 と、 海外北経 とを取リ合せ て記し、 乃所謂

鐘山 也 は、予 が参考の文なり
・18

0

と、 成文の元となった書名を挙げているが、前半 の 『河圏括地象』、 『河園始開

圏 』 は、漢代に流行した儒 教的神秘思想である識緯説を説いた緯書であり、 先

に挙げた類書『 古微書』 がその出典である
＊19。後半 の『 山海経』 は漢代成立

の地理書である。どち らも狭くも広くも 道教文献に含まれるものではない。あ

くまで篤胤の研究の第 一義 は、 古道の探究であり、 それが道教文献 である か な
いかは二次的な問題である。

「上皇太 一紀第 一」 の成文の出典は 『老子中経』 のほかは、 ほぼ『老子』 で

あるが、続く「 盤 古真王紀第二」 の成文では、 『山海経』、『淮南子』、「 河図括

地象」・ 「河図始開図 」（『古微書』所 引）、呉 の徐整「三五暦 紀」（『芸 文類従』所 引。

ただし、 篤胤は 「先秦 の徐整」 としている）、梁 の任防『 述異記』、 晋 の葛洪 『枕

中書』、 明の李槃『 世史類編』が、「三 皇 紀上第三」 では、『老子』、『列子』、『淮

注 13…「老子篇中記」 は
『抱朴子』内篇・雑応篇に、

「 老子本 起中篇」は『神仙伝』
老子伝に書名が見える。 『神
仙伝』 には「是以、 所出度
世之法、 九丹八石金醸金液
（中略） 役使鬼魅之法、 凡
九百三十巻 、 符書七十巻 、
皆老子本 起中篇所記者也 」
とあり、 これも 『老子』以
外にも老子の教えが伝わっ
ていると篤胤が考えた根拠
となっているのだろう。

注 14…全集第8 巻、 369

頁。

注 15… またこれに 続く成
文でも「寂分蓼今。 独立而
不改。 健分剛今。周行而不
始」 と、 篤胤は通行本 にな
い「健分剛分」の語句を補
っている。 成文をふくめ、
全集第8巻 、 359 頁。

注 16 ・ ・ ・ 全集第8巻 、 380 

頁。

注17… 同上。

注 18••• 全集第8巻 、 389

頁。

注 19 ・ ・ ・ 篤胤は 省略した細
註の中で、「孫穀が拾ひ集
めしは 、 諸書に引たる文な
るが、 中に後人の注文、 或
は 加筆も多く錯り、 殊に 此
ノ昆命の文には、 他の擬昆
命ど もの文を、 誤りて此ノ
山の事として記せる が 多
し。 そは 證＜摺び捨たり」

（全集第8巻 、 389 頁） と
述べて、 やはり緯書テキス
トを古道の目でもって選別
している。
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注20… 『抱朴子』内篇「釈

滞篇」。

注 2 1 … 全集第8巻。 379

頁。
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南子』、『鵜冠子』、「春秋命歴序」 ・「洛書霊准聴」 ・「春秋保乾図 」・「河図括地象」（『古

微書』所 引） 、 北魏の鄭道元 『 水経注』、隋の爾吉『 五行大義』、唐の杜光庭「 洞

天福地岳漬名山記」 ・「漢武帝内伝 」 ・ 漢の東方朔「海 内十洲記」（『 古今列仙 通

記』所引）、 『 世史類編』 などが出典に選ばれ ている。

引用テキストは広範囲である。類書を用いているとは言え、 それは中国に対

する 日本という地理的制約、 鎖国体制下の江戸時代という 時代的制約も 考慮す

べきであ り、 これ だけのテキストに目を通した篤胤を学者として評価する こと

は過大評価ではない。

道教文献 か否かは、 研究の積み重ねに基づいた現代の研究者による 分類の結

果である。篤胤にはその区別はないし、 篤胤にその非を責められる いわれはな

い。本 稿が問題にしているのは、 あくまで現 代の篤胤研究についての批判であ

る。

篤胤はこれらのテキストを総称して「玄学」の名で呼んだ。

稚川翁の言に五 千文雖出老子。然 皆汎論較略耳 •20。と云へる 如く、 今偉

はる 五千言、誠に玄道の較概なり。然るに天下其をだに能く知ること莫く、

能く行ふ事なし。是を以て古博の本 義、 道術の秘要は、 敢て之を天下の百

姓に偉へず。巻て懐に収めて 、 密に玄學の上士に博 示せ り。其は大道隕れ

て浮華競ひ起 り 、 太 古の遺偉人 多く信ぜず 、 還りて玄老を唯ける世とし為

れる 故なり •21 0 

『赤県太 古伝』 巻之 ーの「上皇 大一紀」 からの 引用であるが、 篤胤は 『老子』

五千言に記されなか った老子の真意 があり、 この真意 は秘説として限られ た 人

に伝えられ たと考えた。それらの秘説を篤胤は道教文献に見出したが、 道教文

献のみならず 、 緯書や神仙道など 、 そのすべてが「玄学」 に含まれていた。

神仙界の実証性

篤胤の幽冥観は古道論の中核をなすものであり、 それも また、 普遍性を持つ

ことが証明されなければならない。篤胤は、 扶桑国を日本に、 扶桑国の東王父
をオオクニヌシに比定し、 冥界の主とする。ここでは『 黄帝伝記』 を取り上げ

る。『黄帝伝記』 も成文と註 から構成 されているが、成文は『 史記』「五 帝本 紀」

の黄帝伝、 『 古今列仙 通紀』所収の 『 広黄帝本 行記』 などを材料としている。

然らば扶桑君と稲する東王父は執の神を申せる ならむと言ふに、 上に引く

諸書の説によりて考ふるに、 扶桑国を本 居と為し、 巨億の群 仙各 そ々の命

を稟ると云ひ、 その名籍を隷して功行を校定し、 元始天王 に上奏して、 命



よ こ な ま

を三天太上君に稟る と 云 ふを思ふ に、 此 は 疑なく大図主ノ神の 御事を訛り

博へ奉れる古 仙の遺説と覺えたり •
2

2

『黄帝伝記』上巻のこの記述で 、 オオクニヌシが東王父 であるこ と によって

神 仙界 と幽冥界が橋渡しされ、 神 仙の世界 は大きく幽冥界 に 引きつけられるこ

と になる。 篤胤 は 次 に 引用した 『 霊の真柱』 下巻で 、 幽冥界 は 顕界と重なるよ

うに遍在 しているが、 幽冥界から顕界を見ること は で きても 、 その逆 は できな

い と している。

抑、 その冥 府 と 云 ふ は 、 此顕國をおきて別に 一処あるにも あらず。 直に こ

の顕國の 内いづこ にも 有なれども 、 幽冥 に して、 現 世と は 隔り 見えず。 故

も ろこ し人 も 、 幽冥 また冥 府と は 云へるなり。 さ て、 其冥 府より は 、 人の

しわ ざの よく 見ゆ めるを 【此 は 、 古 今の事賓の上 にて、 明にしか知らる ＞

こ となれば、 今例を拳てい は ずとも 誰も 知らなむ、】 顕世 より は 、 その幽

冥 を 見ることあた は ず
拿23

0

この幽冥界の性格 は 、 篤胤の神 仙界 と 人間界の 関係 に投影され ている。 『黄

帝伝記』 下巻で は 、 仙境の遍在性が主張されているが、 仙境と我々 の世界 との

交渉に は 制限が設けられ ている。

抑々 神 仙の境界 は しも 現 世 人 こそ 常に 見ざれ 、 有ゆ る神 仙悉く有ゆ る山々

は 更なり。 然らぬ海 原野原をも 領き座して金殿玉宮その虐々に在 なれど、

凡人の容易 く 見 ルこと能 は ず。 若偶に 一山の神 仙界 に入 ルこと有リ て、 明

日また其 ノ境に入らむ と 尋ねて瑕令その 山を掘穿ち求 むとも 神 仙の許容な

くて は 見 ルこ と能 は ず •240

仙境に入る に は 、 神 仙の許可が必要であり、 選ばれ た 人間だけが知るこ とが

できた。「 仙骨」を有する選ばれた 人間は 、 先 に述べた秘説に ア クセスする権

利を持つこ とがで きた。
『黄帝伝 記』 でも 多く 引用され ている 『 十 洲記』 は 東方朔の撰とされるが、

偽書である。 この ことを篤胤 は 承知してい たようだが •25、 東 方朔 は 「 仙骨」

の持ち主で 「凌虚の 員 仙 に 伴 は れて其 ノ洲岳を踏 見たるが故に記せる」
拿26 の

であり、 『十 洲記』 は 典 拠となり得る と している。なお、 この 『 十 洲記』 も 類

書から 引用されている
＊27

0

普遍的に証明される一つまり、 誰でも いつでも 証明で きなけ れば実証的で は

ない。 篤胤のこの議論 は 宗教的であっても 、 実証的で は ない。 「然 れば 仙家 敷

十万ありなど云へる其 ノ 仙家の凡眼に 見工ざるを以て仙説を信ざる は 最も 愚な

注22 ・ ・ ・全集 第8巻、 818 
~ 819 頁。

注23… 全集 第7巻、 170
頁。

注24・ ・ ・全集 第8巻、 822 
頁。

注25 … 『三神山余考』に「 古
今偽書考と云ふ物に、 神異
経、 十洲記 ノニ書、 稲東方
朔撰」（全集第8巻、628 頁）
とある。

注 26· ・ ・全集 第8巻 、 784
頁。

注27 ・ ・ ・ 『赤県太古伝』 二
之巻「余が引キ用ふる十洲
記 は、 漢魏叢書、 龍威秘
書、 列仙 通紀、 雲笈七鍛な
どに収 たる本 ど も、 また諸
書に引き たる文 をも、 校合
せる本なり」（全集第8巻 。
441 頁） とある。
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注28… 全集 第8巻、 823
頁。

注29•• 同上。

り。 然なる は比屋みな神 仙なる 中に居るとも 機縁なき限りは、 か つて其 ノ境を

窺ふ こと能はず 」
・28と、 神 仙界の実証性を篤胤は事実上 放棄して いる が、 し

かし、 篤胤は宗教家 である かと言えば、 自 己の宗教的体験に全般の信頼をおく

宗教家にも なり切れ て いな い。

吾また其 ノ境界を窺へるには非ざれども 、 信ずべきを信ずる 計力 りの事は

學び得て如此くは論ふなれど 、 元 よ り信ぜざる 人に信せしめむとの事には

非ず か し •290 

篤胤は自らも 神 仙界に ア クセスできて いな いことを明言して、 あくまでテキ

ストの積み上 げによ って神 仙界の存在を実証しよ うとして いる。 篤胤を多読濫

読に走らせ たのは、 古伝をテキストの上にお いて証 明 した いと いう熱意であっ

た。 先に見た 『 霊の真柱』 でも 、 篤胤の いう「古 今の事賓」とはテキストに書

かれ た事実であった。 方法は同じである 。 いや、 違うことはあり得な い。 テキ

ストの積み上 げと いう方法の先に、 道教文献が篤胤の視野に入ってきたのであ

る から。 やはり、 篤胤は宗教 家になり切れな い学者であった。

その古 伝の実証に向けた熱意をテキストのうえだけでは満足せず 、 経験的事

象にも 求 めた。 神 仙界に行ってきたと いう 仙童寅吉の 聞 き取りをし、 神 仙界に

帰ると いう 仙童寅吉に、 寅吉の師杉山 僧正にあ てた手紙を託した 『 仙境異聞』

に記されたこの篤胤の行動は神 仙界を実証する ためであったが、 神 仙界と幽冥

界は等号で結ばれ て いるので、 幽冥界を証明するのと同義であった。

しかし、 篤胤が神 仙の存在を確信して いる からこ そ 、 諸テキストにそれにふ
さわし い「秘説 」を見出し、 また解釈で きるのではな いか 。 篤胤は陰路に落ち

込んで いる。 これを批判するのはたやす いが、 我々が同じ轍を踏まな いと いう

保証はな い。

注30… 篤胤は、 孔子は 日 玄学はなぜ秘説 と な っ たのか
本を「裏には其ノ父母の国
の如 く、 甚 ＜ 慕て 在 リ し」
（『三五本国考』 下巻 。 全集
第8巻 、 709 頁） と し て、
孔子その人の評価 自体は別
に考えている。

注31… 全集 第8巻、 708
頁。
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こ こ で少し角 度をかえて、 玄学がなぜ秘説となったのかにつ いて篤胤の言葉

を聞こう。 篤胤は、 そ こに孔子の作為があるとする。 孔子によ って古伝の真説
は隠蔽され •30、 その隠蔽は儒 教によ って受け継がれ たと篤胤は考えた。

尭舜萬の博には、 此レ等の怪事ある こと 無ければ、 此は論語に、 子不語怪
つね

力胤神、 と有るを思ふに、 雅は尭舜以来の詩書執證を言ひて世 法となし、

帝魯以上は、 神怪の事多かる 故に、 竿にも 人に言ふを難れる か •31 0

『三五本 国考』 下巻で 『 大戴礼記』 五 帝徳篇を引 いて議論を進めて いる が、



孔子が帝曇以前の古代の帝に言及 しないのは、 怪異の説が多いか ら であ る と し

て い る 。 『論語』 の怪力乱神の記述に従えば、 凡百の儒者の議論で も あ り 得 る が、

こ こ か ら 先が篤胤の独自の解釈 に な る 。 篤胤は怪力乱神に こ そ逆転の鍵を見出

す。 篤胤の古伝におい て三皇五帝は 日本の神 と 一体化 して いた。

帝曇以上に遡上 り て 、 深 く 其 ノ 美を論誤すれば、 自 図 の員聖は、 一人だに

有ル こ と無 く 、 みな東方君子之 図の神員な る が、 彼域の騒民を含養 し て 、

君師 と 在 り し事の発顕 し、 かの 固悪を諒ち ふ濡に違ふ故に 、 亮舜以下の近

を取 り 、 帝魯以上の遠を断ち、 其ノ 上古の偉説は、 弟子に も 言ふを憚か り

し と 聞 ゆ 叫

「東方君子之 国 の神員」 と は、 日 本の神 々 の こ と であ る 。 篤胤は、 帝魯以前

は怪異な記事が多いが、 そ れ こ そが帝魯以前の帝た ち が 日 本の神 々 で あ る こ と

の証拠であ り 、 孔子が帝魯以前を隠蔽 し たのは、 古代において 日 本 と 中国が一

体であ っ た こ と を隠蔽す る ためで あ っ た と す る 。 そ う し た行為の理由 も 『左氏

伝』 に あ る 恥ずべき 国の悪事を書かな い こ と は礼にか な っ て い る •33 と い う 儒

教経典の記述に よ っ て傍証 さ れ る 。

先に玄学 と い う 言葉を見たが、 篤胤の 「玄学」 は、 道家、 緯書、 神仙思想、

道教な ど を 内包す る ばか り で はな く 、 その初発に おいて は儒教を も含む も の で

あ っ た。 「彼 ノ 儒道は元よ り 玄道 に 出 た る 末學な る に 、 後世の儒者 ど も 多 く 己

が生 さ か し ら を用 ひ て 此 ノ 古説を凡て寓言の如 く ぞ説曲た り け る 」
・“ と 、 『黄

帝伝記』 では儒教を 「玄学の末学」 に位置づけて いる。 儒教は 《親殺 し》 を行い、

「玄学」 を 「寓言」 と し て 隔離 し た と 篤胤は考えた。 篤胤の玄学 と い う 概念は、

魏晋南北朝期に流行 し た 「三玄」 （老子 ・ 荘子 ・ 易経） を主要テキス ト と す る

老荘思想の議論を指す歴史用語 と し ての玄学よ り 広 く 、 その末学である儒教を

も 含む、 中国学 と ほぼ重な る範囲を覆っ て い る 。

な ほ此の餘の識緯書 ど も に稲す る 所 も 、 みな是 に 同 ジければ、 古説な る こ

と 勿論にて、 周漢の世の諸學者の、 古書を講ずる に、 必ズこ の説に本づき

唐人の其を疏す る に も 、 皆是 ノ説に従へ る を 、 趙宋の世 よ り 、 多 く 古説を

懸 し て、 理談のみ盛 リ 行はれて、 然る 古博説をば、 皆寓言不経 と し て用ひ

ず。 其は頑儒の僻見 に、 信古の正學の際れ し故な り •35

儒教が緯書の識緯説を含んで いる のは、 儒教が玄学の末学 と すれば当然であ

る 。 こ の緯書を用 いる 「周漢の世の諸學者」 は篤胤の評価軸か ら すれば正 し く 、

理気説に依拠 し て 「寓言不経」 と 否定す る 「趙宋の世」 以降の儒学者は間違っ

て い る のである。 日 本 に おいてそれは、 熊沢蕃山が 『三輪物語』 で 「神書をか

注 32 · ・ ・ 全集第8巻、 708
~ 709 頁。

注 33 ・ ・ ・ 『左氏伝』 倦公元

年 「諒國悪、 祖也」。

注 34 … 全集第8巻、 8 1 8
頁。

注 35 ・ ・ ・ 全集第8巻、 407 
~ 408 頁。
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注36… 『神道叢説 』 59頁。

注 37… 全集第8巻 、 588

~ 589頁。

きたる 者 、 す ぐに書侍らで 、 荘周寓言の筆法を似せ て書たり」
・36 と 日本 神話

を再解釈した よ うな儒教的合理主義 への抵抗であった。

ただし、篤胤 は 「寓言」 をすべて古伝としてすくい 上 げるわけで は ない。 『三

神山 余考 』 で は 、 「此ノ類なる 荒唐に聞ゆ る 説 どもに、古｛専と寓言の二様ありて、

其 ノ 古｛専 は いかに訛り混 へる 説ならむも 、 神典學の古 眼を持らむぬ は 、 必ズ他

に相證す べき事の出来り 、 寓言 は 相骰し辣ふ べき證握なくて、 自づからに知り

明さる 刈物 なる 」
＊37 と、「神典學の古眼」 によ る 判断 にその弁別を委ねている 。

こ こ で 、 ま た我々 は 篤胤の陰路を 見る 。「神典學の古眼」 は 、 テキストの博

捜によ ってだけで は たど りつける 境地 でないだろ う。 それ は 古伝の存在を確信

した者だけが持ち得る 選別眼で は ないのか。

イ ン ド学 との関係

「 玄学」 は その「末学」 である 儒教によ って隠蔽され たが、 道家 ・ 緯書 ・ 神

仙書 ・ 道教文献などによ ってその真意 は後代に伝承され た。 中国における 玄学

と儒教との関係 は 、 イ ン ドにおけるとバラモ ン教 ・ 六派哲学と仏教との関係と

相似している 。 篤胤のイ ン ド研究の書である 『 印 度蔵 志』巻之三で は 、「其 は

注38• • 全 集 第 1 1 巻 、 76 佛祖の學 は 、 もと謂ゆ る 、 外道に従ひて受たる なれ ど 、 其行法 は 、 禰定を始め、
頁。 何も 婆羅門法を取リ て、 少か己が新意 を交 へて建立」

・38 したと、 バラモ ン教 ・

注39…例えば 『印度 蔵志』
巻之八 には、「富永仲基説
に、 二十 八天。 （中略） 何
知其信否。 と云へるは、 諸
天の作者を知ざれど 、 加上
の説は質然ることなり」（全
集第1 1巻 、 267頁）とある。

注 40 ・ ・ ・ 全 集 第8巻、 8 19 

頁 。
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六派哲学から生 まれ た仏教がそれらに加上したとしている 。篤胤 は 『出定笑語 』、

『印 度蔵 志』 で富永仲碁の 『 出定後語 』 の加上説を受容し消化しているが •39、

この加上説 は 篤胤の中国研究にも 同様に援用され た。

仏教によ って隠蔽され た イ ン ドの神 も々 ま た、 中国の神 と々同様に日本の

神 と々一体であった。 『黄帝伝記』 下 巻で は 、 「扶桑君」「東王父 」 がオオクニ

ヌシと一体であると述べた箇所の細註に 『印 度蔵志』 を参照する よ うに述べて

列挙し ている 。

印 度の古偉説に、 皇産震ノ 大神と伊邪那岐 ノ命を混 じて大梵天王 、 大自在

天、 伊邪那天などなほ種 に々申し、 少彦名 ノ命を梵天 子と｛専へ、 須左之男

ノ命を阿修羅王 と申し 、 遡々藝命を天帝繹と申し、 大図主ノ 神を焔摩王 な

ど申し奉れ る こと印 度蔵志に精しく考へ繕へたる を 見て知る べし •40

これ は 篤胤自身が篤胤の中国学 （「玄学」） は イ ン ド学ととも に古道学の体系

を支える 両輪として扱っている ことにおいて、 結 果的に相似で は なく、 意識的

に相似なのである 。 古道学の書 『 玉欅』 四之巻で は 並 んで言及される ことに端

的に表れ ている 。

国土造成 神オオクニヌシの協力者スクナ ヒコナを祀る 大洗磯前神 社 ・ 酒列磯



前神 社である 「常陸両 社」に対する 「拝常陸両 社詞」において、「彼ノ太 臭氏 とも 、

伏義氏 とも 、 太 員東王父とも 、 扶桑太 帝とも 云へる は」 オオクニヌシであ り、

「その太 臭氏 に、 三オ の本 義 を博へ、 神農氏 に、 薔薬の大法を教へ、 黄帝老子に、

養神金丹の員術を授け し泰乙小 子、 泰乙元 君など稲せ る 」のはスクナ ヒコナで

あると述べるのに続け て、

さ て漢土天竺ともに、 我が皇 神たちの開闘し給へる 國なるが故に、 漢土の

玄學、 天竺の梵學ともに、 其ノ根元はみな其ノ神 等より出たり。是を以て

玄學は更なり 、 梵學にも 、 我が古説に ｛専ひ漏せる正義 の、 採 用すべき事は

た 無にしも 非ず •4 1
0

と、「漢土の玄學」 、「天竺の梵學」 を並べて、 それらが古伝の「偉ひ漏せる正義 」

を伝え ているとしている。 さらに細註では、

さ か し ら

然るに玄道には、 彼 ノ周と云ひし世 より、 狡意 ぶる 一見を捏出して、 儒 道

と琥 く る 道を建立せる 庖あ り。 梵道には、 彼ノ牛糞氏 •42起 り て、 其ノ古

説を盗襲して、 佛道と被くる 道を低作せる 庖あ り。是を以て雨國ともに、

既に其 ノ古説は亡びむと欲るに至れ り。 其は西蕃太古 ｛専、 印 度蔵志の二書
に論るを見て知べし •430 

注41…全集第6巻、 229
~ 230頁。

注42• • • 『出 定笑語 』 上巻「地
二牛ノ糞 ヲ塗テ、 ソ レ ヲ清
浄 ダ ト、 シタモノ デ」（全
集第10巻 、284頁） など、
イ ン ドの風俗からイ ン ド人

を指していると思 われる。

注43 ・ ・ ・全集 第6巻、 230 
頁。
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《古伝》

「玄學」と「儒道」、 「梵學」と「佛道」 との関係を、 「古説」とその剰窃である

とし、 参照すべき自著として、 『 西蕃太古偉 （赤県太古伝）』、 『 印 度 蔵志』の名
を挙げている。

平田篤胤は《道 教》を研究したのか 49 



注44 ・ ・ ・ 『 日 本 倫 理 依 編 』

第6巻。 208 頁。

注45… 『明治維新 と 平 田

国学』 （国立歴史民俗博物

館、 2004 年） 1 4 頁。
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ただし、 篤胤の研究目的はあくまで 古伝の普遍性の証 明に向けられていて、

比較 宗教学的関心は持ち得ていない。 古伝の普遍を証 明する うえにおいて、 古

伝と「玄學」、 古伝と 「梵學」 とが一体であることが重要であった。 一体であ

るとは、 冒頭で述べたように、 古伝と玄学・ 梵学の関係は相互関係であり、 そ

こから 明ら かになるのは、 古伝 、 玄学、 梵学から昇華され たメタ概念としての

《古伝》である からである 。

そのため、 古伝 、 玄学、 梵学が三角形をなす関係とみなした時 、 論理的に導
き出すことが可能な中国とイ ンドとを結 ぶ一 辺には篤胤の関心は向い ていな

い。 つまり、 三者の関係は三角形ではなく、 《古伝》から 分かれ 出た三つ子と

考えるのが 自 然である 。 その中での古伝の位置づけは、 《古伝》を伝えること

において最も 優れ た三つ子の長子であった。

おわ り に

日本には公的な道教は存在 しなか った。 道家・道教文献などは中国から渡来

している が、 儒 教 • 仏教とは異なり 、 それを受け 入れ る 公的機関や教 団組織は

存在 せず 、 そのため体系だった組織的な受容はなか った。 古代において神 仙思

想が流行し、 庚申信仰や善書なども 民間に定着したが、 それを専門に担う組織

があったわけではない。 道教的な呪術を多く受容した陰陽道や修験道が道教を

標榜しているわけではない。

こうした 日本の道教受容の状況に篤胤は学者として果敢に 立 ち向か ったので

はない。 繰り返しになる が、 篤胤は道教とは何かを 明 ら かにしようとして道教

を研究したのではなく、 古伝の研究の一環として道教文献を用いているので 、

道教研究は 《道教》研究と留保しなければいけない。 篤胤の 「道教」 受容とは、

道教文献の受容である 。

しかも 、 篤胤は道教という術語 は用いず 、 「玄学 」 という術語 で対象として

の道教文献とその思想を表した。 道教という術語 自体は江戸時 代には認 知され

てい た。 例えば、 篤胤が処女作『 呵妄書』で 批判した太 宰春台の『 弁道書』に 「老

子の教を道教といふによりて儒 繹道と申候。 此三つを三教と申候。 我國には道

教は行はれず」
・“ とある 。 篤胤がこれを見ていないはずはない。 テキストを

悉皆調査したわけではないので断 言する ことは危険だが、 篤胤の視線の先には、

中国における三教の一つとして独 立した宗教を指す言葉としての道教はない。

道教は視線の先になくとも 、 篤胤は道教文献を含むものとしての「玄学」 そ

れ 自体は重要視していた。 平田家に伝えられ た 「道統礼式」 （ 天保 7 年 (1 836 ))

という資料 では、 「古道學」、 「暦 學」、 「易學」、 「軍學」、 「玄學」 の五教科が挙

げられ ている •45。 ここにイ ンド学の姿はないが、 「玄學」 は平田塾の教 育課程



の中で場所を得ている 。 また、 天保 1 2 年 、 幕府に忌避され 、 江戸から郷里秋

田に退去した篤胤は、 秋田の門人に 『古史成 文』、 『赤県太古伝』を講義 してい

る •45。「玄学」 は篤胤の学問体系に重要な位置を占めていたといえよう。

篤胤の道教文献を用いた「玄学」 の研究が明らかにするのは、 これ も繰り返

すが古伝の普遍性である。そのため中国の諸文献 から古伝のカケラを探し出す

こ とが追究され た。これは篤胤のイ ン ド学の 目的 と同 じである。 イ ン ド学では

研究対象と して大蔵 経があったが、 道蔵を見る こ とがで きなか った篤胤は道教

の類書を手がか りにテキストを博捜した。

しかし、 その古伝のカケラを見出す方法において、 篤胤は学者と宗教者の間

で紡復している。もちろ ん《紡循》 と 見るのは私の評価であって、 篤胤自身に

おいては迷いがなか ったであろ う。 しか し、 いくらテキストの博捜による 知識

の積み上 げがあっても、 テキスト中に立ち 上がってくる古伝を判断 する ものが

「神典學の古眼」 であっては、 それは方法としての普遍性を持ち得ない。 篤胤

の道教文献の博捜は、 日本 人の道教理解に婢益するこ とと 無関係に積み上がっ
てゆ く。

日本における道教は無数の「点」 であって、 学派のような「線」にも教 団の

ような「 面」 にもならなか った。 篤胤はその 巨大な知的探究心から、 入手し得

る限りの道教文献を博捜し、 道教研究の水準を押し上 げたのは事実であるが、

篤胤もやはり「点」 であ った。結 果 と して「線」 にも「 面」 にもならず •47 、

日本の学術的な道教研究は篤胤 とは関係なく始まった •48

むろ んそれには篤胤自身に原因がある。篤胤は道教文献を用いたが、 道教を

信仰し、 布教したわけではない。道教文献は篤胤の「玄学」 が依拠した テキス

ト群の一部であり、 その 「玄学」 は古道学を構成する 学問の一つであった。「玄

学」とは、 道教文献を使用した篤胤的な中国学であった。

「平田篤胤は道教を研究したのか 」という問いは、 多くの中国学のテキスト

の一部として道教文献を用いたという篤胤の学問の方法においては、 「篤胤は

道教を研究 し た」という答えとなるが、 篤胤の学識の副産物 と して、 結 果とし

て道教の理解が結 果と して深められているとはいえ、 それによって 明らかにさ

れる ものは古伝 であり、 目的として道教を明らかにしたかと言えば 、 「篤胤は
. . . . .  

道教を研究していない」 という答えになる。

ずいぶん と 回りくどくなったが、 「平田篤胤は《道教》を研究 した」というカ ッ

コ付 きの評価が本 稿の結論である。
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附録 • 関連年表 （『 大堅君御一代略記』 を も と に作成）

文化 6 年 (1 809) 大意物 の講説を始める。

文化 8年 (1811) 大意物 の 一つとして西籍概論 （漢学大意） 成る。

古史成文 、 古史徴の草稿成る。

文化9年 (1 812 ) 霊能真柱成る。 古史伝の 草稿を始める。

文政3 年 (1 82 0) 西蕃太 古伝初稿成る。 印 度蔵 志の 草稿を始める。

文政 5 年 (1 822 ) 仙境異聞稿成る。

文 政 7 年 (1824 ) 玉欅の草稿を改め、 第 一巻より 九の巻まで増補して、

旧稿を廃す。

黄帝伝記稿成る。五岳真形図 説成る。

文政 8年 (1825 ) 葛 仙翁伝稿成る。

文政9年 (1 82 6) 印 度蔵 志草稿十余巻成る 、 この 中の 印 度伝 通品二冊を

清書。

扶桑国考初稿成る。

文政1 0 年 (182 7) 医宗仲景考 刻成る。赤県太 古伝稿本成る。

文政 11 年 (1 82 8) 大扶桑国考を増補。及び三五本 国考 等、 次 に々稿本が

成る。

文政12 年 (1 829) 天柱五 岳余論成る。三神山余考稿本成る。



天保2 年 ( 1 831 ) 春秋命歴序考成る。

天保5 年 (1 834 ) 孔子 聖説考稿本成る 。

天保 7 年 (1836 ) 大扶桑国考上木成りて、 上 野宮 （輪王 寺宮） に献上。

天保 8 年 (1 83 7) 大扶桑国考を仁孝天皇 ・ 光 格 上皇に献上。

天保 12 年 ( 1 84 1 ) 幕府により江戸から秋 田の国許へ帰還を命じられる。

天保 14 年 (184 3) 篤胤歿。
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